17. トランザクションへの支援

エンタープライズJavaBeansアーキテクチャの主要機能の一つに，分散トランザクションの支援がある。エンタープライズJavaBeansアーキテクチャは，複数サイトにまたがって分散している複数データベースにおいて，アプリケーション開発者がアトミックにデータを更新するアプリケーションを書くことを許す。サイトでは異なる製造元によるEJBサーバを使っている可能性がある。
17.1 概観

17.1は，トランザクションの手短な外観を与え，EJBにおける多くのトランザクションシナリオを説明する。

17.1.1 トランザクション

トランザクションは，アプリケーションプログラミングを単純化する証明済みの技法である。トランザクションは，アプリケーションプログラマを障害回復及びマルチユーザプログラミングの複雑な問題の処置から解放する。アプリケーションプログラマがトランザクションを使うなら，アプリケーションの作業をトランザクションと呼ばれる単位に分割する。トランザクションシステムは，作業単位が完全に完了するか，あるいは，完全に回復するかのどちらかであることを保証する。さらに，トランザクションは，プログラマがアプリケーションをあたかもそれが作業単位を逐次的に実行する環境で実行されるかのように設計することを可能にする。

トランザクションの支援は，エンタープライズJavaBeansアーキテクチャの本質的な要素である。エンタープライズBean供給者及びクライアントアプリケーションプログラマは，分散トランザクションの複雑さを心配しなくてよい。Bean供給者は，エンタープライズビーンコードにおいてプログラム的なトランザクションの境界決め（このスタイルは，ビーン管理トランザクション境界決めと呼ばれる。）か，又は，EJBコンテナによる自動的に行われる宣言的トランザクション境界決め（このスタイルは，コンテナ管理トランザクション境界決めと呼ばれる。）のどちらを使うか選択してよい。
ビーン管理トランザクション境界決めでは，エンタープライズビーンコードがjavax.transaction.UserTransactionインタフェースを用いてトランザクションの境界を決める。UserTransaction.beginとUser.Transaction.commitと呼出し間のすべての資源マネージャ[27]アクセスは，トランザクションの一部となる。

注記27　資源及び資源マネージャという用語は，エンタープライズビーンの配備記述子においてresource-ref要素を用いて宣言された資源に言及する箇所で用いられる。この用語は，データベース資源を含むだけではなくJMSコネクションも含む。これらの資源は，コンテナで「管理されて」いると考えられる。（注記終）

コンテナ管理トランザクション境界決めでは，配備記述子の中のアプリケーション組み立て者によって供給される命令ごとにコンテナが境界決めを行う。トランザクション属性と呼ばれるこれらの命令は，コンテナに対して，クライアントトランザクションにあるエンタープライズビーンメソッドによって実行された作業を含めるべきか，コンテナにより開始された新しいトランザクションの中のエンタープライズビーンメソッドを走らせるべきか，あるいは，「宣言なし」でメソッドを走らせるべきかを通知する。（「宣言なし」の場合の記述については，17.6.5を参照せよ。）

エンタープライズビーンがビーン管理トランザクション境界決めを使おうがコンテナ管理トランザクション境界決めを使おうが，いずれにしても，トランザクション管理の実装負担は，ビーン供給者及びサーバ供給者に課せられる。EJBコンテナ及びサーバは，トランザクションマネージャとデータベースシステム又はJMS供給者の間の二相コミットプロトコル，トランザクション文脈伝播，及び分散二相コミットなどのような必要な低水準のトランザクションプロトコルを実装する。

多くのアプリケーションは，すべてが単一の資源マネージャ（典型例は，関係データベース管理システム。）を使う一つ以上のエンタープライズビーンから構成される。EJBコンテナは，資源マネージャ局所トランザクションを分散トランザクションが必要でないエンタープライズビーンのための最適化技法として活用できる。資源マネージャ局所トランザクションは，外部トランザクションマネージャによる制御も調整も含まない。コンテナのエンタープライズビーンのための最適化技法としてのコンテナ管理トランザクション境界決め又はビーン管理トランザクション境界決めを備えた局所トランザクションの活用は，エンタープライズビーンには見えない。コンテナ最適化戦略としての資源マネージャ局所トランザクションの利用についての議論は，[9]及び[12]を参照せよ。
17.1.2 トランザクションモデル

エンタープライズJavaBeansアーキテクチャは，平坦なトランザクションを支援する。平坦なトランザクションは，子供(入れ子)トランザクションをもつことができない。

注記　入れ子トランザクションを支援しないという決定は，既存トランザクション処理の

注記終わり

17.1.3 JTA及びJTSとの関係

JavaトランザクションAPI[5]は，トランザクションマネージャと分散トランザクションシステムに含まれるアプリケーションプログラム，資源マネージャ，及びアプリケーションサーバなど他との間のインタフェースの規定である。

Javaトランザクションサービス（JTS）[6]APIは，CORBAオブジェクトトランザクションサービス（OTS）1.1規定のJavaバインディングである。JTSは，サーバ間のトランザクション伝播に標準IIOPプロトコルを使ってトランザクション相互運用性を提供する。JTS APIは，エンタープライズミドルウェアのためにトランザクションインフラストラクチャを実装する製造元のために意図されている。例えば，EJBサーバ製造元は，JTS実装を基盤トランザクションマネージャとして使うかもしれない。
EJBアーキテクチャは，JTSインタフェースを支援するためにEJBコンテナを必要とはしない。EJBアーキテクチャは， EJBコンテナが[5]で定義されたJTS API及び[12]で定義されたコネクタAPIを支援することを必要とする。

